
1　級

試験場校

受験番号

採　　点

裏 面 へ つ づ く

80回法人１級
全７ページ

第１問（20点）

　　　　　

イ ロ ハ ニ ホ

へ ト チ リ ヌ

第２問（20点）

税務調整すべき項目 計　　　　　　　　算　　　　　　　　過　　　　　　　　程

役員報酬の損金不算入 １．法人税法第34条第１項基準

⑴　Ａ氏　　 ＝  円

⑵　Ｂ氏　　 ＝  円

⑶　Ｃ氏　　 ＝  円

⑷　Ｄ氏　　 ＝ 円

⑸　Ｅ氏　　 ＝ 円

⑹　小　計

⑴ ＋ ⑵ ＋ ⑶ ＋ ⑷ ＋ ⑸ =     円

２．法人税法第34条第２項基準

　⑴　使用人兼務役員の使用人分賞与　　  円

　⑵　上記以外

①　実質基準

イ　Ｃ氏　　 ＝  円

ロ　Ｄ氏　　 ＝  円

ハ　小　計

イ ＋ ロ =  円

第１回法人税法能力検定模擬試験解答用紙

①



法 人 税 法 1 級 受験番号

②　形式基準
イ　取締役
㋑　実際支給額

 円 ＋  円 ＋  円 ＋  円

－（ 円 ＋  円 ）－
（注）

 円 ＝  円

（注）使用人兼務役員の使用人分

（  円 ＋  円 － 円

＝  円 ）＞ 2,500,000 円　　　　∴  円

㋺　限度額　　  円

㋩　超過額

＝ 円

ロ　監査役
㋑　実際支給額

 円 ＋  円 ＝  円

㋺　限度額　　  円

㋩　超過額

㋑　≦　㋺　　　∴   円

ハ　小　計

イ ＋ ロ ＝  円

③　判　定

①　
＞
＜
　②　　　∴  円 　

｛いずれかを○で囲む｝

⑶　合　計

⑴ ＋ ⑵ ＝  円

３．総　計

1. ＋ 2. ＝  円

②１回法人１級
全７ページ

③へ つ づ く



法 人 税 法 1 級

裏 面 へ つ づ く

第３問（60点）

１．所得金額の計算

区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分 金　　　　　　　　額

当　　　　　　　　期　　　　　　　　利　　　　　　　　益　 円

加
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
算

小 計

減
　
　
　
　
　
　
　
　
　
算

小 計

仮 計

合　　計 　 ・ 　総　　計 　 ・ 　差　引　計

所　　　　　　得　　　　　　金　　　　　　額

③１回
全７ページ

受験番号



法 人 税 法 1 級

２．所得金額の計算過程

項　　　　目 計　　　　　　　　算　　　　　　　　過　　　　　　　　程

保険差益の圧縮記帳 ⑴　工場用建物C
①　滅失経費

×
円

円
＝ 円

②　改訂保険金の額

＝ 円

③　保険差益の額

＝ 円

④　圧縮積立限度額　　　　（注1）

円 ×
円

円
＝ 円

（注1）　 円 ＜ 円 　 　 ∴ 円

⑤　圧縮積立超過額

円 － 円 ＝ 円

⑵　機械装置D

　①　滅失経費

　　　 円 ×
円

円
＝ 円

　②　改訂保険金の額

　　　 ＝ 円

　③　保険差益の額

　　　 ＝ 円

　④　圧縮積立限度額　　　　（注2）

　　　 円 ×
円

円
＝ 円

（注2）　 円 ＞ 円 　 　 ∴ 円

　⑤　圧縮積立超過額

　　　 円 － 円 ＝ 円

減 価 償 却 ⑴　工場用建物C
①　償却限度額

（ 円 － 円 ）× 0. × ＝ 円

②　償却超過額

＝ 円

④１回法人１級
全７ページ

受験番号

⑤へ つ づ く



法 人 税 法 1 級

裏 面 へ つ づ く

⑵　機械装置D
①　償却限度額

（ 円 － 円 ）× 0. × ＝ 円

②　償却超過額

＝ 円

個別評価金銭債権
に係る貸倒引当金

⑴　繰入限度額

　　 ＝ 円

⑵　繰入超過額

　　 ＝ 円

一括評価金銭債権
に係る貸倒引当金

⑴　繰入限度額
　①　期末評価金銭債権の額

＝ 円

②　実質的に債権とみられないものの額
イ　原則法

　　　Ａ．債権の額　 ＝ 円

　　　Ｂ．債務の額　 ＝ 円

　　　Ｃ．判　　定

Ａ　
＞
＜
　Ｂ　　　∴ 円 　

｛いずれかを○で囲む｝

　　ロ　簡便法

　　　　 円 × 0. 　（小数点以下 位未満切り ）＝ 円

　　ハ　判　定

イ　
＞
＜
　ロ　　　∴ 円 　　

｛いずれかを○で囲む｝

③　実績繰入率

×

÷
＝ 0.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小数点以下 位未満切り ）
④　法定繰入率　　0.008

⑤　繰入限度額
イ　実績繰入率による繰入限度額

円 × 0. ＝ 円

１回 ⑤全７ページ

受験番号



法 人 税 法 1 級 受験番号

ロ　法定繰入率による繰入限度額

（ 円 － 円 ）× 0. ＝ 円

　　ハ　判　定

イ　
＞
＜
　ロ　　　∴ 円 　　

｛いずれかを○で囲む｝

⑵　繰入超過額

円 － 円 ＝ 円 　

同業者団体加入金 ⑴　償却限度額
　　

円 ×
年 × 12ヶ月

ヶ月
＝ 円

⑵　償却超過額

　　 ＝ 円

１回法人１級 ⑥全７ページ

⑦へ つ づ く



法 人 税 法 1 級

４．納付すべき法人税額の計算過程

⑴　年 800万円以下
　　

円 × × % ＝ 円

⑵　年 800万円超

（ 円 － 円 × ）× % ＝ 円

⑶　合　計

　　⑴ ＋ ⑵ = 円

３．納付すべき法人税額の計算

摘　　　　　　　　要 金　　　　　額 備　　　　　　　　　　　　　　考

所 得 金 額 円 円 未満切り

法 人 税 額

差 引 法 人 税 額

法 人 税 額 計

控 除 税 額

差 引 所 得 に 対 す る 法 人 税 額 円 未満切り

中 間 申 告 分 の 法 人 税 額

納 付 す べ き 法 人 税 額

１回 ⑦全７ページ

受験番号





1　級

試験場校

受験番号

採　　点

裏 面 へ つ づ く

80回法人１級
全６ページ

第１問（20点）

　　　　　

イ ロ ハ ニ ホ

へ ト チ リ ヌ

第２問（20点）
１．支出試験研究費

＝ 円

２．判定
⑴　比較試験研究費

円 円 円＋ ＋
＝ 円

⑵　基準試験研究費

円 ＞ 円 　 　 ∴ 円

⑶　判定

円 ＞ 円 かつ  円 ＞ 円

∴　増加額制度の適用　（ あり ・ なし ）
＜適用なしの場合は以下の増加額制度の記入の必要なし＞

３．支出額制度
⑴　支出基準額
①　総額

円 × 0.12 ＝ 円

②　増加額

（ 円 － 円 ）× 0.05 ＝ 円

③　小　計

① ＋ ② = 円

⑵　税額基準額

円 × % ＝ 円

⑶　判　定

円 ≦ 円 　 　 ∴ 円

①
第２回法人税法能力検定模擬試験解答用紙



第３問（60点）

１．所得金額の計算

法 人 税 法 1 級 受験番号

②２回法人１級

③へ つ づ く

区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分 金　　　　　　　　額

当　　　　　　　　期　　　　　　　　利　　　　　　　　益　 円

加
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
算

小 計

減
　
　
　
　
　
　
　
算

小 計

仮 計

合　　計 　 ・ 　総　　計 　 ・ 　差　引　計

所　　　　　　得　　　　　　金　　　　　　額

全６ページ



法 人 税 法 1 級

裏 面 へ つ づ く

２．所得金額の計算過程

項　　　　目 計　　　　　　　　算　　　　　　　　過　　　　　　　　程

収用等の特別控除額 ⑴　譲渡益
①　譲渡経費

円 － 円 ＝ 円

②　譲渡益

円 －（ 円 ＋ 円 ）＝ 円

⑵　控除限度額

　　 円

⑶　特別控除額

　　 円 ＜ 円 　 　 　 ∴ 円

国 庫 補 助 金 等
の 圧 縮 記 帳

１．国庫補助金等
⑴　圧縮限度額

円 ＞ 円 　 　 ∴ 円

⑵　圧縮超過額

円 － 円 ＝ 円

⑶　償却限度額

（ 円 － 円 ）× 0. × ＝ 円

⑷　償却超過額

（ 円 ＋ 円 ）－ 円 ＝ 円

２．圧縮特別勘定
⑴　繰入限度額

円 － 円 ＝ 円

⑵　繰入超過額

円 － 円 ＝ 円

減 価 償 却 １．建物Ａ
　⑴　償却限度額

円 × 0.9 × 0. ＝ 円

　⑵　償却超過額

円 － 円 ＝ 円

２．車両
⑴　償却限度額

　　　 円 × 0. × ＝ 円

③２回

受験番号

全６ページ



法 人 税 法 1 級

⑵　償却超過額

円 － 円 ＝ 円

３．備品
⑴　償却限度額

（ 円 ＋ 円 ＋ 円 ）× 0.

＝ 円

⑵　認容額

円 － 円 ＝ 円
⎧
⎨
⎩

⎫
⎬
⎭

＞
＜

円

（いずれかを○で囲む）

∴ 円

貸 倒 損 失 額

個別評価金銭債権
に係る貸倒引当金

⑴　繰入限度額

＝ 円 　　

⑵　繰入超過額

円 － 円 ＝ 円

一括評価金銭債権
に係る貸倒引当金

⑴　繰入限度額
　①　期末評価金銭債権の額

＝ 円

　②　実質的に債権とみられないものの額

円 × 0. 　（小数点以下 位未満切り ）＝ 円

③　実績繰入率

　　　
×

÷
＝ 0.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小数点以下 位未満切り ）
　④　法定繰入率　　0.010

　⑤　繰入限度額
　　イ　実績繰入率による繰入限度額

　　　　 円 × 0. ＝ 円  

　　ロ　法定繰入率による繰入限度額

　　　　（ 円 － 円 ）× 0. ＝ 円

２回法人１級 ④
受験番号

⑤へ つ づ く

全６ページ



法 人 税 法 1 級

裏 面 へ つ づ く

ハ　判　定

イ　
＞
＜
　ロ　　　∴ 円 　

｛いずれかを○で囲む｝

⑵　繰入超過額

　　 円 － 円 ＝ 円

交 際 費 等 の
損 金 不 算 入 額

⑴　支出交際費等の金額
　①　飲食費

　　　 ＝  円

　②　その他

　　　 ＝ 円

　③　① ＋ ② ＝ 円

⑵　定額控除限度額
　　

円 × ＝ 円

⑶　損金算入限度額

 円 ×  % ＝  円
＜

＞
 円

∴  円 　　　　　　　　　　　 　（いずれかを○で囲む）                    

⑷　損金不算入額

　　 円 － 円 ＝ 円

⑤２回

受験番号

全６ページ



法 人 税 法 1 級

２回法人１級

４．納付すべき法人税額の計算過程

税 率 適 用 区 分 ⑴　年 800万円以下
　　

円 × × % ＝ 円

⑵　年 800万円超

円 － 円 × ＝ 円

円 × % ＝ 円

⑶　合　計

　　⑴ ＋ ⑵ = 円

３．納付すべき法人税額の計算

摘　　　　　　　　要 金　　　　　額 備　　　　　　　　　　　　　　考

所 得 金 額 円 円 未満切り

法 人 税 額

差 引 法 人 税 額

法 人 税 額 計

控 除 税 額

差 引 所 得 に 対 す る 法 人 税 額 円 未満切り

中 間 申 告 分 の 法 人 税 額

納 付 す べ き 法 人 税 額

⑥
受験番号

全６ページ



1　級

試験場校

受験番号

採　　点

裏 面 へ つ づ く

80回法人１級
全６ページ

第１問（20点）

　　　　　

イ ロ ハ ニ ホ

へ ト チ リ ヌ

第２問（20点）  

１．資料⑴から⑶までの金額のうち税務上当期の交際費等に該当するものには○印を，該当しないものには×印を下記解答欄の
のなかに記入しなさい。

　　　　　

⑴の① ⑴の② ⑴の③ ⑴の④ ⑴の⑤ ⑴の⑥ ⑴の⑦ ⑴の⑧ ⑵ ⑶

　　　２．交際費等の損金不算入額の計算

⑴　支出交際費等の額

　①　飲食費　 円

　②　その他

　　　　　　　 ＝ 円

③　① ＋ ② ＝ 円

⑵　定額控除限度額

 円 × ＝ 円

⑶　損金算入限度額

 円 ×  % ＝  円
＜

＞
 円

∴  円 　　　　　　　　　　　　 　（いずれかを○で囲む）                    

⑷　損金不算入額

 円 － 円 ＝ 円

　　　３．土地取得価額減額

 円 ×
 円

 円
＝ 円

①
第３回法人税法能力検定模擬試験解答用紙



③へ つ づ く

全６ページ
３回法人１級

第３問（60点）

１．所得金額の計算

区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分 金　　　　　　　　額

当　　　　　　　　期　　　　　　　　利　　　　　　　　益　 円

加
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
算

小 計

減
　
　
　
　
　
算

小 計

仮 計

合　　計 　 ・ 　総　　計 　 ・ 　差　引　計

所　　　　　　得　　　　　　金　　　　　　額

②



３回

法 人 税 法 1 級 受験番号

全６ページ

裏 面 へ つ づ く

２．所得金額の計算過程

項　　　　目 計　　　　　　　　算　　　　　　　　過　　　　　　　　程

受 取 配 当 等 の
益 金 不 算 入 額

⑴　受取配当等の額

　①　連結法人株式等及び関係法人株式等以外の株式等

　　　

　②　関係法人株式等

　　　

⑵　控除負債利子

　①　支払利子総額

　　　

　②　連結法人株式等及び関係法人株式等以外の株式等

　　イ　控除割合

　　　
円

円

円

円

＋

＋
＝ 0. 0078 → 0. 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小数点以下 位未満切り ）
　　ロ　控除額

　　 円 × 0. ＝ 円

　③　関係法人株式等

　　イ　控除割合

　　　
円

円

円

円

＋

＋
＝ 0. 0171 → 0. 　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小数点以下 位未満切り ）
　　ロ　控除額

　　 円 × 0. ＝ 円

⑶　益金不算入額

　　（ 円 － 円 ）× ％ ＋（ 円 － 円 ）

　　＝ 円

交換差益の圧縮記帳 ⑴　土　地

　①　判定

　　イ　 円 － 円 ＝ 円

　　ロ　 円 × ％ ＝ 円

　　ハ　 円 ≦ 円 　 ∴圧縮記帳の適用（  あり  ・ なし  ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（いずれかを○で囲む）
　②　経費
　　　

円 ×
円

円
＝ 円

③



⑤へ つ づ く

３回法人１級
全６ページ

　③　圧縮限度額　

　　　 円 －（ 円 ＋ 円 ）

　　　×
円

円円 ＋
＝ 円

　④　圧縮超過額　　 円 － 円 ＝ 円

⑵　建　物
　①　判定

　　イ　 円 － 円 ＝ 円

　　ロ　 円 × ％ ＝ 円

　　ハ　 円 ≦ 円 　 ∴圧縮記帳の適用（  あり  ・ なし  ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（いずれかを○で囲む）
　②　経費
　　　

円 ×
円

円
＝ 円

　③　圧縮限度額　

　　　 円 －（ 円 ＋ 円 ＋ 円 ）

　　　＝ 円

　④　圧縮超過額　

　　　 円 － 円 ＝ 円

　⑤　償却限度額　

　　　　 ＝ 円

　⑥　償却超過額　

　　　　 ＝ 円

減 価 償 却 ⑴　備品Ａ

　①　償却限度額

　　　　 ＝ 円

　②　償却不足額

　　　　 ＝ 円

　③　認容額

　　　　 　 ∴ 円

⑵　備品Ｂ

　①　償却限度額

　　　　 ＝ 円

　②　償却超過額

　　　　 ＝ 円

④



３回
全６ページ

法 人 税 法 1 級 受験番号

裏 面 へ つ づ く

法 人 税 額 か ら
控除される所得税額 ⑴　株式・出資

⎧
⎨
⎩

＞

＜
　　∴（ 個別法 ・ 簡便法 ）有利

⎫
⎬
⎭

　　　　　　　　　　 　（いずれかを○で囲む）　　　　　　　（いずれかを○で囲む）

　　
円

（Ａ株式）　

× （ 0. ）＋ 円

（B株式）　

＝ 円

　　　　　　　　　　　　　　　　　（小数点以下 位未満切り ）

⑵　受益証券　　　

⑶　その他　　　　

⑷　合　計

　　⑴ ＋ ⑵ ＋ ⑶ ＝ 円

⑤



３回法人１級
全６ページ

３．納付すべき法人税額の計算

摘　　　　　　　　要 金　　　　　額 備　　　　　　　　　　　　　　考

所 得 金 額 円 円 未満切り

法 人 税 額

差 引 法 人 税 額

法 人 税 額 計

控 除 税 額

差 引 所 得 に 対 す る 法 人 税 額 円 未満切り

中 間 申 告 分 の 法 人 税 額

納 付 す べ き 法 人 税 額

４．納付すべき法人税額の計算過程

税 率 適 用 区 分 ⑴　年 800万円以下
　　

円 × × % ＝ 円

⑵　年 800万円超
　　

円 － 円 × ＝ 円

　　 円 × % ＝ 円

⑶　合　計

　　⑴ ＋ ⑵ ＝ 円

⑥



1　級

試験場校

受験番号

採　　点

裏 面 へ つ づ く

80回法人１級

第１問（20点）

　　　　　

イ ロ ハ ニ ホ

へ ト チ リ ヌ

第２問（20点）  

１．受取配当等の額

　⑴　連結法人株式等及び関係法人株式等以外の株式等　　　　　　　　　　　　（短期所有株式等）

－ 円 ＝ 円

　（注）短期所有株式等

①　Ａ株式の配当等の計算期間末日現在の所有株式数

＝ 株 　

②　短期所有株式等の数

株 ×

株 ×
株

株 ＋ 株

株 ＋ 株
＝ 株

③　短期所有株式等に係る配当等の額

円

株
× 株 ＝ 円 　

　⑵　関係法人株式等　　　　　　　

円

２．控除負債利子

⑴　原則法

①　連結法人株式等及び関係法人株式等以外の株式等　　 円

②　関係法人株式等　　　　　　　　　　　　　　　　　 円

⑵　簡便法

①　連結法人株式等及び関係法人株式等以外の株式等　　 円

②　関係法人株式等　　　　　　　　　　　　　　　　　 円

全６ページ ①
第４回法人税法能力検定模擬試験解答用紙



法 人 税 法 1 級 受験番号

第３問（60点）

１．所得金額の計算

３．益金不算入額

⑴　原則法

＝  円

⑵　簡便法

＝  円

⑶　  円
＞
＜

 円 　 　 ∴  円

（いずれかを○で囲む）

区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分 金　　　　　　　　額

当　　　　　　　　期　　　　　　　　利　　　　　　　　益　 円

加
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
算

小　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計

減
　
　
　
　
　
算

小　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計

仮　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計

合　　計 　 ・ 　総　　計 　 ・ 　差　引　計

所　　　　　　得　　　　　　金　　　　　　額

②４回法人１級

③へ つ づ く

全６ページ



法 人 税 法 1 級

裏 面 へ つ づ く

２．所得金額の計算過程

項　　　　目 計　　　　　　　　算　　　　　　　　過　　　　　　　　程

保険差益の圧縮記帳 ⑴　工場用建物Ｆ
①　滅失経費

（ ）×
円

円
＝ 円

②　改訂保険金の額

＝ 円

③　保険差益の額

＝ 円

④　圧縮限度額　　　　　　（注1）

円 ×
円

円
＝ 円

（注1）　 円 ＜ 円 　 　 ∴ 円

⑤　圧縮超過額

円 － 円 ＝ 円

⑥　償却限度額

＝ 円

⑦　償却超過額

＝ 円

⑵　機械装置Ｇ

　①　滅失経費

　　　 円 ×
円

円
＝ 円

　②　改訂保険金の額

　　　 ＝ 円

　③　保険差益の額

　　　 ＝ 円

　④　圧縮限度額　　　　　　（注2）

　　　 円 ×
円

円
＝ 円

（注2）　 円 ＜ 円 　 　 ∴ 円

　⑤　圧縮超過額

　　　 円 － 円 ＝ 円

③４回

受験番号

全６ページ



法 人 税 法 1 級

⑥　償却限度額

イ　普通償却限度額

＝ 円

ロ　特別償却限度額

＝ 円

イ　合　　計

円 ＋ 円 ＝ 円

⑦　償却超過額

＝ 円

保 険 差 益 の
圧 縮 特 別 勘 定

⑴　滅失経費　　　　　　　 円

⑵　改訂保険金等の額　　　 円

⑶　保険差益の額　　　　　 円 　　

⑷　繰入限度額　　　　 　　（注）

円 ×
円

円
＝ 円

　　　（注）　①　 円

　　　　　　②　 円 － 円 ＝ 円

　　　　　　③　　　①　
＞
＜
　②　 　 　 ∴ 円 　

　（いずれかを○で囲む）

⑸　繰入超過額

　　 ＝ 円

返 品 調 整 引 当 金 ⑴　返品率

　　 ＝ 0.

⑵　売買利益率

　　 ＝ 0.

④
受験番号

⑤へ つ づ く

全６ページ
４回法人１級



法 人 税 法 1 級

裏 面 へ つ づ く

⑶　繰入限度額

　①　売掛金基準

　　　 ＝ 円

　②　売上高基準

　　　 ＝  円

　③　　　①　
＞
＜
　②　 　 　 ∴  円 　

（いずれかを○で囲む）

⑷　繰入超過額

　　 円 －  円 ＝ 円

広 告 宣 伝 用 資 産 ⑴　償却期間

　　  年 × ＝ 年 →  年 ＜  年 　 　 ∴  年

⑵　償却限度額
　　

 円 ×
 月

年 × 月
＝  円

⑶　償却超過額

　　  円 －  円 ＝ 円

交 際 費 等 の
損 金 不 算 入 額

⑴　支出交際費等の額
　①　飲食費

　　　 ＝ 円

　②　その他

　　　 ＝  円

　③　① ＋ ② ＝ 円

⑵　定額控除限度額
　　

円 × ＝  円

⑶　損金算入限度額

円 ×  % ＝  円
＜

＞
 円

∴ 円 　　　　　　　　　　　 　（いずれかを○で囲む）                    

⑷　損金不算入額

　　 円 －  円 ＝ 円 　

４回 ⑤
受験番号

全６ページ



法 人 税 法 1 級

３．納付すべき法人税額の計算

摘　　　　　　　　要 金　　　　　額 備　　　　　　　　　　　　　　考

所 得 金 額 円 円 未満切り

法 人 税 額

差 引 法 人 税 額

法 人 税 額 計

控 除 税 額

差 引 所 得 に 対 す る 法 人 税 額 円 未満切り

中 間 申 告 分 の 法 人 税 額

納 付 す べ き 法 人 税 額

４．納付すべき法人税額の計算過程

税 率 適 用 区 分 ⑴　年 800万円以下
　　

円 × × % ＝ 円

⑵　年 800万円超
　　

円 － 円 × ＝ 円

　　 円 × % ＝ 円

⑶　合　計

　　⑴ ＋ ⑵ ＝ 円

⑥
受験番号

全６ページ
４回法人１級



1　級

試験場校

受験番号

採　　点

裏 面 へ つ づ く

80回法人１級
全８ページ

第１問（20点）

　　　　　

イ ロ ハ ニ ホ

へ ト チ リ ヌ

第２問（20点）　

１．貸倒損失認定損　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 円

２．個別評価金銭債権に係る貸倒引当金

⑴　繰入限度額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 円 　　

⑵　繰入超過額

＝  円

３．一括評価金銭債権に係る貸倒引当金

⑴　繰入限度額

①　期末一括評価金銭債権の額

＝ 円

②　実質的に債権とみられないものの額

イ　原則法

Ａ．債権の額　 ＝  円

Ｂ．債務の額　 ＝ 円

Ｃ．判　　定

Ａ.　
＞
＜
　Ｂ. 　 　 　 ∴  円 　

(いずれかを○で囲む）

ロ　簡便法

円 × 0. 　（小数点以下 位未満切り ）＝  円

ハ　判　定

イ　
＞
＜
　ロ　 　 　 ∴  円 　　

(いずれかを○で囲む）

第５回法人税法能力検定模擬試験解答用紙

①



法 人 税 法 1 級 受験番号

③　実績繰入率

　　
×

 

÷
＝ 0. 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小数点以下 位未満切り ）
④　法定繰入率　0.010

⑤　繰入限度額

イ　実績繰入率による繰入限度額

　 円 × 0. ＝  円  

ロ　法定繰入率による繰入限度額

　（ 円 －  円 ）× 0. ＝  円

ハ　判　定

イ　
＞
＜
　ロ　 　 　 ∴  円 　　

(いずれかを○で囲む）

⑵　繰入超過額

 円 －  円 ＝  円

４．貸倒引当金繰入超過額認容　　　　　　　　　　　　  円

②５回法人１級

③へ つ づ く

全８ページ



法 人 税 法 1 級

裏 面 へ つ づ く

第３問（60点）

１．所得金額の計算

区　　　　　　　　　　　　　　　　分 金　　　　　　額 う ち 留 保 金 額

当　　　　　　期　　　　　　利　　　　　　益　 円 円

加
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
算

小　　　　　　　　　　　　　　　　計

減
　
　
　
算

小　　　　　　　　　　　　　　　　計

仮 　 計

合 計 ・ 総 計 ・ 差 引 計

所 得 金 額

③５回

受験番号

全８ページ



法 人 税 法 1 級

２．所得金額の計算過程

項　　　　目 計　　　　　　　　算　　　　　　　　過　　　　　　　　程

受 取 配 当 等 の
益 金 不 算 入 額

⑴　受取配当等の額
　①　連結法人株式等及び関係法人株式等以外の株式等

　　　

　②　関係法人株式等

　　　

⑵　控除負債利子
　①　支払利子総額

　　　

　②　連結法人株式等及び関係法人株式等以外の株式等
　　イ　控除割合

　　　　
 円 ＋  円

 円 ＋  円
＝ 0. → 0. 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小数点以下 位未満切り ）
　　ロ　控除額

 円 × 0. ＝  円

　③　関係法人株式等
　　イ　控除割合

　　　　
 円 ＋  円

 円 ＋ 円
＝ 0. → 0. 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小数点以下 位未満切り ）
　　ロ　控除額

 円 × 0. ＝  円

⑶　益金不算入額

　　（  円 －  円 ）×  ％ ＋（ 円

　　－  円 ）＝  円

損金の額に算入した
住 民 税 利 子 割 額

＝  円

交換差益の圧縮記帳 ⑴　土地
　①　判定

　　イ　  円 －  円 ＝  円

　　ロ　  円 ×  ％ ＝  円

　　ハ　 円 ≦  円 　 　 ∴圧縮記帳の適用（ あり ・なし ）
　　　　　（該当するものを○で囲むこと）

　②　経費

 円 ×
円

円
＝  円

５回法人１級 ④
受験番号

⑤へ つ づ く

全８ページ



法 人 税 法 1 級

裏 面 へ つ づ く

　③　圧縮限度額

円 －（ 円 ＋ 円 ）

×
 円

 円 ＋ 円
＝  円

　④　圧縮超過額　

 円 － 円 ＝  円

⑵　建物
　①　判定

　　イ　  円 －  円 ＝  円

　　ロ　  円 ×  % ＝  円

　　ハ　  円 ≦  円 　 　 ∴圧縮記帳の適用（ あり・なし ）
　　　　　（該当するものを○で囲むこと）

　②　経費

 円 ×
 円

 円
＝  円

　③　圧縮限度額

 円 －（  円 ＋  円 ＋  円 ）

＝  円

　④　圧縮超過額

 円 －  円 ＝  円 　　

　⑤　償却限度額

　　　 ＝ 円

　⑥　償却超過額

　　　 ＝  円 　

繰 延 資 産 ⑴　償却期間

　　 年 ＜ 年 　 　 ∴ 年

⑵　償却限度額

 円 ×
月

年 × 月
＝  円 　

⑶　償却超過額

＝  円

個別評価金銭債権
に係る貸倒引当金

⑴　繰入限度額

　　 ＝  円

５回 ⑤
受験番号

全８ページ



法 人 税 法 1 級

⑵　繰入超過額

 円 －  円 ＝  円

一括評価金銭債権
に係る貸倒引当金

⑴　繰入限度額

　①　期末評価金銭債権の額

＝ 円

　②　実績繰入率

　　　
×

 

÷  
＝ 0.  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小数点以下  位未満切り ）
　③　法定繰入率　　 0.  

　④　繰入限度額

　　イ　実績繰入率による繰入限度額

円 × 0.  ＝  円

　　ロ　法定繰入率による繰入限度額

円 × 0. ＝  円

　　ハ　判　定

イ　
＞
＜
　ロ　 　 　 ∴  円 　　

(いずれかを○で囲む）

⑵　繰入超過額

 円 －  円 ＝  円

法 人 税 額 か ら
控除される所得税額

⑴　株式出資
　①　個別法

　　　
 円

（Ａ株式・確定）

×
6

6
（1.000）＋  円

（Ａ株式・中間）

×
株

株
×

6

6
（1.000）

　　　＋  円
（Ａ株式・中間）

×
株

株
×

 
（ 0. ）＋  円

（Ｂ株式）

　　　×
12

12
（1.000）＝  円

　 　（小数点以下 位未満切り  ）
　

⑥５回法人１級

受験番号

全８ページ

⑦へ つ づ く



法 人 税 法 1 級

　②　簡便法

　　　
 円

（Ａ株式・確定）

×
6,000株

6,000株
（1.000）＋  円

（Ａ株式・中間）

　　　

×

 株 ＋（ 株 －  株 ）×
 

　　　　　　　　　　 株
（ 0. ）

　　　

＋  円
（B株式）

＝  円
                        

（小数点以下  位未満切り  ）

　③　  円 ＜  円 　 　 ∴  円

⑵　公社債　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（注）

（  円 － 円 ）× （ 0. ）＝  円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小数点以下 位未満切り  ）

（注）　
 

＞
 

　 　 　 ∴
 

⑶　その他

 円 －  円 ＝  円

⑷　合　計

　　⑴ ＋ ⑵ ＋ ⑶ ＝  円

裏 面 へ つ づ く

５回 ⑦
受験番号

全８ページ



法 人 税 法 1 級

３．納付すべき法人税額の計算

摘　　　　　　　　要 金　　　　　額 備　　　　　　　　　　　　　　考

所 得 金 額  円  円 未満切り

法 人 税 額

差 引 法 人 税 額

法 人 税 額 計

控 除 税 額

差 引 所 得 に 対 す る 法 人 税 額 円 未満切り

中 間 申 告 分 の 法 人 税 額

納 付 す べ き 法 人 税 額

４．納付すべき法人税額の計算過程

税 率 適 用 区 分 ⑴　年 800万円以下

　　
 円 × ×  % ＝  円

⑵　年 800万円超

　　
円 －  円 × ＝ 円

　　  円 × % ＝  円

⑶　合　計

　　⑴ ＋ ⑵ =  円

５回法人１級 ⑧
受験番号

全８ページ



1　級

試験場校

受験番号

採　　点

裏 面 へ つ づ く

80回法人１級
全８ページ

第１問（20点）

　　　

イ ロ ハ ニ ホ

へ ト チ リ ヌ

第２問（20点）  

１．倉庫用建物

⑴　償却限度額

①　従前部分

＝ 円

②　資本的支出部分

＝ 円

③　合　計

① ＋ ② ＝ 円

⑵　償却超過額

＝ 円

２．機械装置

⑴　資本的支出額

①　使用可能期間延長額

円 ×
 年

 年 －  年
＝  円

②　価値増加額

 円 － 円 ＝  円

③　判　定

① 　
＞

＜
　 ② 　 　 　 ∴  円

　　　  { いずれかを○で囲む }

①
第６回法人税法能力検定模擬試験解答用紙



法 人 税 法 1 級 受験番号

⑵　償却限度額

①　従前部分

＝ 円

②　資本的支出部分

＝ 円

③　合　計

① ＋ ② ＝  円

⑶　償却超過額

＝  円

３．車両運搬具

⑴　経済的利益
＞

＜
円 　　∴ 経済的利益

あり
なし

⎧
⎨
⎩

⎫
⎬
⎭

{いずれかを○で囲む }                        { いずれかを○で囲む }
⑵　償却限度額

＝ 円

⑶　償却超過額

＝  円

４．応接セット

⑴　見積耐用年数

（  年 －  年 ）＋  年 ×
100

＝  年 → 年
　
１年未満の端数切り

上げ
捨て

⎧
⎨
⎩

⎫
⎬
⎭

{いずれかを○で囲む }
⑵　償却限度額

＝ 円

⑶　償却超過額

＝  円

②６回法人１級

③へ つ づ く

全８ページ



法 人 税 法 1 級

裏 面 へ つ づ く

第３問（60点）

１．所得金額の計算

区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分 金　　　　　　　　額

当　　　　　　　　期　　　　　　　　利　　　　　　　　益　 円

加
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
算

小 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 計

減
　
　
　
　
　
　
算

小 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 計

仮 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 計

合　　計 　 ・ 　総　　計 　 ・ 　差　引　計

所　　　　　　得　　　　　　金　　　　　　額

③６回

受験番号

全８ページ



法 人 税 法 1 級

２．所得金額の計算過程

項　　　　目 計　　　　　　　　算　　　　　　　　過　　　　　　　　程

個別評価金銭債権
に係る貸倒引当金

⑴　繰入限度額

　 ＝ 円 　　

⑵　繰入超過額

　 ＝ 円

一括評価金銭債権
に係る貸倒引当金

⑴　繰入限度額
　①　期末評価金銭債権の額

＝ 円

　②　実質的に債権と見られないものの額
　　イ　原則法

　　　Ａ．債権の額　 ＝ 円

　　　Ｂ．債務の額　 ＝ 円

　　　Ｃ．判　　定

Ａ　
＞
＜
　Ｂ　 　 　 ∴ 円 　

{いずれかを○で囲む｝

　　ロ　簡便法

　　　　 円 × 0. 　（小数点以下 位未満切り ）＝ 円

　　ハ　判　定

イ　
＞
＜
　ロ　 　 　 ∴ 円 　　

{いずれかを○で囲む｝

　③　実績繰入率

　　　
×

÷
＝ 0. 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小数点以下  位未満切り ）
　④　法定繰入率　0.010

　⑤　繰入限度額
　　イ　実績繰入率による繰入限度額

　　　　 円 × 0. ＝ 円  

　　ロ　法定繰入率による繰入限度額

　　　　（ 円 － 円 ）× 0.  ＝ 円

④６回法人１級

受験番号

⑤へ つ づ く

全８ページ



法 人 税 法 1 級

裏 面 へ つ づ く

　　ハ　判　定

イ　
＞
＜
　ロ　 　 　 ∴ 円 　　

{いずれかを○で囲む}

⑵　繰入超過額

　　 円 － 円 ＝ 円

買換えの圧縮記帳 ⑴　譲渡経費

　　

⑵　差益割合

　　
円

＝（ 0. ）

⑶　圧縮基礎取得価額
　①　土地

　　　 　　　 ∴ 円

　②　倉庫用建物

　　　 　　　 ∴ 円

⑷　圧縮限度額
　①　土地

　　　 円 × 0. × % ＝ 円

　②　倉庫用建物

　　　 円 × 0. × % ＝ 円

⑸　圧縮超過額
　①　土地

　　　 ＝ 円

　②　倉庫用建物

　　　 ＝ 円

減 価 償 却 ⑴　倉庫用建物
　①　償却限度額

　　　 ＝ 円

　②　償却超過額

　　　 ＝ 円

⑵　器具備品
　①　償却限度額

　　　 ＝ 円

⑤６回

受験番号

全８ページ



法 人 税 法 1 級

　②　償却超過額

　　　 ＝  円

交 際 費 等 の
損 金 不 算 入 額

⑴　支出交際費等の金額
　①　飲食費

　　　 ＝  円

　②　その他

　　　 ＝ 円

　③　① ＋ ② ＝ 円

⑵　定額控除限度額
　　

 円 × ＝  円

⑶　損金算入限度額

 円 ×  % ＝  円
＜

＞
 円

∴  円 　　　　　　　　　　　　 （いずれかを○で囲む）          

⑷　損金不算入額

　　 円 －  円 ＝ 円

寄 附 金 の
損 金 不 算 入 額

⑴　支出寄附金の額

　①　指定寄附金等　　　　　　　　　　　

　②　特定公益増進法人に対する寄附金　　

　③　その他の寄附金　　　　　　　　　　

　④　合　計

　　　① ＋ ② ＋ ③ ＝  円

⑵　寄附金支出前所得金額

　　  円 ＋  円 ＝  円

⑶　損金算入限度額

　①　資本基準額

 円 ×
 

×
 

 
＝ 円

②　所得基準額
　

 円 ×
 

＝  円

　③　損金算入限度額

　（  円 ＋  円 ）×
 

＝  円

６回法人１級 ⑥
受験番号

⑦へ つ づ く

全８ページ



法 人 税 法 1 級

裏 面 へ つ づ く

⑷　特別損金算入限度額
①　資本基準額
　　　

 円 ×
 

×
 

 
＝  円

　
②　所得基準額
　　

 円 ×
 

 
＝  円

③　特別損金算入限度額

（  円 ＋  円 ）×
 

 
＝  円

⑸　損金不算入額

　　  円 －  円 － 円
（注）

－  円

＝  円

（注）　  円 ＞  円 　 　 ∴  円

⑦６回

受験番号

全８ページ



４．納付すべき法人税額の計算過程

税 率 適 用 区 分 ⑴　年 800万円以下

　　
円 × × % ＝ 円

⑵　年 800万円超

　　
円 － 円 × ＝ 円

　　 円 × % ＝ 円

⑶　合　計

　　⑴ ＋ ⑵ = 円

３．納付すべき法人税額の計算

摘　　　　　　　　要 金　　　　　額 備　　　　　　　　　　　　　　考

所 得 金 額 円 円 未満切り

法 人 税 額

差 引 法 人 税 額

課 税 使 途 秘 匿 金 支 出 額

同 上 に 対 す る 税 額 円 × % ＝ 円

法 人 税 額 計

控 除 税 額

差 引 所 得 に 対 す る 法 人 税 額 円 未満切り

中 間 申 告 分 の 法 人 税 額

納 付 す べ き 法 人 税 額

⑧６回法人１級
全８ページ



1　級

試験場校

受験番号

採　　点

裏 面 へ つ づ く

80回法人１級

第１問（20点）

　　　　　 イ ロ ハ ニ ホ

へ ト チ リ ヌ

第２問（20点）

　　　１．資料⑴から⑷までの金額のうち税務上当期の交際費等に該当するものには○印を，該当しないものには×印を下記解答欄の
　　　　のなかに記入しなさい。

　　　　　

⑴① ⑴② ⑴③ ⑴④ ⑴⑤ ⑴⑥ ⑴⑦ ⑵① ⑵② ⑵③ ⑶ ⑷

　　　２．交際費等の損金不算入額の計算

⑴　支出交際費等の額

　①　飲食費　 ＝  円

　②　その他

　　　　　　　 ＝  円

③　① ＋ ② ＝  円

　　　　⑵　定額控除限度額

　　　　　　 円 × ＝  円

⑶　損金算入限度額

 円 ×  % ＝  円
＜

＞
 円

∴ 円 　　　　　　　　　　　　　 （いずれかを○で囲む）            

⑷　損金不算入額

　　　　　　  円 － 円 ＝  円

　　　３．土地取得価額減額

 円 ×
 円

 円
＝ 円

全６ページ ①
第７回法人税法能力検定模擬試験解答用紙



法 人 税 法 1 級 受験番号

第３問（60点）

１．所得金額の計算

区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分 金　　　　　　　　額

当　　　　　　　　期　　　　　　　　利　　　　　　　　益　 円

加
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
算

小 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 計

減
　
　
　
　
　
　
算

小 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 計

仮 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 計

合　　計 　 ・ 　総　　計 　 ・ 　差　引　計

所　　　　　　得　　　　　　金　　　　　　額

②７回法人１級

③へ つ づ く

全６ページ



法 人 税 法 1 級

裏 面 へ つ づ く

２．所得金額の計算過程

項　　　　目 計　　　　　　　　算　　　　　　　　過　　　　　　　　程

収用等の圧縮記帳 ⑴　譲渡経費

　　 円 － 円 ＝ 円

⑵　差引対価補償金

　　 円 － 円 ＝ 円

⑶　差益割合

　　
 円 －（  円 ＋  円 ）

　　　　　　　　　　　　  円
＝ 0.  

⑷　圧縮基礎取得価額

　　 円 　
＞
＜
　 円 　 　 ∴ 円

｛いずれかを○で囲む｝

⑸　圧縮限度額

　　 円 × 0. ＝ 円

⑹　圧縮超過額

　　 円 － 円 ＝ 円

収用等の圧縮特別勘定 ⑴　圧縮基礎取得価額

　　 円 － 円 ＝ 円

⑵　繰入限度額

　　 円 × 0.  ＝ 円

⑶　繰入超過額

　　 円 － 円 ＝ 円

減 価 償 却 １．機械装置Ｃ
　⑴　償却限度額
　　①　繰越特別償却不足額

　　　　 円

　　②　普通償却限度額

　　　　　（ 円 ＋ 円 － 円 ）× 0.

　　　　＝ 円

　　③　合　計

　　　　① ＋ ② ＝ 円

　⑵　償却超過額

　　　 円 － 円 ＝ 円

③７回

受験番号

全６ページ



法 人 税 法 1 級

２．機械装置Ｄ
　⑴　償却限度額
　　①　特別償却限度額

 円 × % ＝  円

　　②　普通償却限度額

 円 × 0. × ＝  円

　　③　合　計

① ＋ ② ＝  円

　⑵　償却超過額

 円 － 円 ＝  円

３．車両運搬具
　⑴　見積耐用年数

 円 ×  % ＜  円 ≦  円 ×  %

∴（  円 ＋  円 ）

÷（
 円

（注）  年
＋

 円

 年
）＝ 年 →  年

　　　　（注）（ 年 －  年 ）＋ 年 ×  ％ ＝  年 →  年

　⑵　償却限度額

（  円 ＋  円 ）× 0. ×
 

＝  円

　⑶　償却超過額

（ 円 ＋  円 ）－  円 ＝  円

４．備　品
　⑴　償却限度額

①　（  円 －  円 × 95％ －１円）×
60
12

＝  円

② ① ＋ 円 × 95％＝ 円

③  円 －１円＝ 円 　
＞
＜
　②　 　 　 ∴  円 　

（いずれかを○で囲む）
　⑵　償却超過額

円 －  円 ＝ 円

④７回法人１級

受験番号

⑤へ つ づ く

全６ページ



法 人 税 法 1 級

裏 面 へ つ づ く

返 品 調 整 引 当 金 ⑴　返品率（割りきれない場合には，小数点以下第２位未満の端数を切捨てる）

　　 ＝ 0.

⑵　売買利益率（⑴と同様）

　　 ＝ 0.

⑶　繰入限度額
　①　売掛金基準

　　　 ＝ 円

　②　売上高基準

　　　 ＝ 円

　③ 　　①　
＞
＜
　②　 　 　 ∴ 円 　

｛いずれかを○で囲む｝

⑷　繰入超過額

　　 円 － 円 ＝ 円

広 告 宣 伝 用 資 産 ⑴　償却期間

　　 年 × ＝ 年 → 年 ＜ 年 　 　 　 ∴ 年

⑵　償却限度額
　　

円 ×
月

年 × 月
＝ 円

⑶　償却超過額

　　 円 － 円 ＝ 円

交 際 費 等 の
損 金 不 算 入 額

⑴　支出交際費等の金額

　　 ＝ 円

⑵　定額控除限度額
　　

円 × ＝ 円

⑶　損金算入限度額

 円 ×  % ＝  円
＜

＞
 円

∴ 円 　　　　　　　　　　　　 （いずれかを○で囲む）         

⑷　損金不算入額

　　 円 － 円 ＝ 円 　

７回 ⑤
受験番号

全６ページ



法 人 税 法 1 級

４．納付すべき法人税額の計算過程

税 率 適 用 区 分 ⑴　年 800万円以下
　　

円 × × % ＝ 円

⑵　年 800万円超
　　

円 － 円 × ＝ 円

　　 円 × % ＝ 円

⑶　合　計

　　⑴ ＋ ⑵ = 円

３．納付すべき法人税額の計算

摘　　　　　　　　要 金　　　　　額 備　　　　　　　　　　　　　　考

所 得 金 額 円 円 未満切り

法 人 税 額

差 引 法 人 税 額

法 人 税 額 計

控 除 税 額

差 引 所 得 に 対 す る 法 人 税 額 円 未満切り

中 間 申 告 分 の 法 人 税 額

納 付 す べ き 法 人 税 額

⑥７回法人１級

受験番号

全６ページ



1　級

試験場校

受験番号

採　　点

裏 面 へ つ づ く

80回法人１級

第１問（20点）

　　　　　

イ ロ ハ ニ ホ

へ ト チ リ ヌ

第２問（20点）  

１．事務所用建物

　⑴　償却限度額

＝  円

　⑵　償却超過額

＝  円

２．事務所用建物避難階段

⑴　償却限度額

＝ 円

　⑶　償却超過額

＝  円

３．機械装置

⑴　資本的支出額

①　使用可能期間延長額

円 ×
 年

 年 －  年
＝  円

②　価値増加額

 円 －  円 ＝  円

③　判　定

① 　
＞

＜
　 ② 　 　 　 ∴  円

　　　  （いずれかを○で囲む）

⑵　償却限度額

①　従前部分

＝  円

全８ページ ①
第８回法人税法能力検定模擬試験解答用紙



法 人 税 法 1 級 受験番号

②　資本的支出部分

＝ 円

③　合　計

① ＋ ② ＝ 円

⑶　償却超過額

＝ 円

４．車両運搬具

⑴　償却限度額

①　（ 円 － 円 × 95％ －１円）×
60
12

＝ 円

②　① × 2 ＋ 円 × 95％ ＝ 円

③　 円 －１円 ＝ 円
　
　
＞

＜
　 ② 　 　 　 ∴ 円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（いずれかを○で囲む）
⑵　償却超過額

＝ 円

②８回法人１級

③へ つ づ く

全８ページ



法 人 税 法 1 級

裏 面 へ つ づ く

第３問（60点）

１．所得金額の計算

区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分 金　　　　　　　　額

当　　　　　　　　期　　　　　　　　利　　　　　　　　益　 円

加
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
算

小 計

減
　
　
　
　
　
　
算

小 計

仮 計

合　　計 　 ・ 　総　　計 　 ・ 　差　引　計

所　　　　　　得　　　　　　金　　　　　　額

③８回

受験番号

全８ページ



法 人 税 法 1 級

２．所得金額の計算過程

項　　　　目 計　　　　　　　　算　　　　　　　　過　　　　　　　　程

個別評価金銭債権
に係る貸倒引当金

⑴　繰入限度額

＝ 円

⑵　繰入超過額

＝ 円

一括評価金銭債権
に係る貸倒引当金

⑴　繰入限度額
①　期末一括評価金銭債権の額

＝  円

②　実質的に債権と見られないものの額
イ　原則法

Ａ．債権の額　 ＝  円

Ｂ．債務の額　 ＝  円

Ｃ．判　　定

Ａ．　
＞

＜
　 Ｂ．　 　 　 ∴  円

　　 　（いずれかを○で囲む）

ロ　簡便法

円 × 0. （小数点以下 位未満切り ）＝  円

ハ　判　定

イ 　
＞

＜
　 ロ 　 　 　 ∴  円

　　 　（いずれかを○で囲む）

③　実績繰入率

　
×

 

÷  
＝ 0. 

（小数点以下 位未満切り ）

④　法定繰入率　　0.010

⑤　繰入限度額　　
イ　実績繰入率による繰入限度額

 円 × 0. ＝  円

ロ　法定繰入率による繰入限度額

（  円 －  円 ）× 0. ＝  円

④８回法人１級

受験番号

⑤へ つ づ く
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法 人 税 法 1 級

裏 面 へ つ づ く

ハ　判　定

イ 　
＞

＜
　 ロ 　 　 　 ∴ 円

　　 　　（いずれかを○で囲む）

⑵　繰入超過額

円 － 円 ＝ 円

収用等の圧縮記帳 ⑴　譲渡経費

＝ 円

⑵　差引対価補償金

＝ 円

⑶　差益割合

円
＝ 0.

⑷　圧縮基礎取得価額
①　土　地

　 ∴ 円

②　倉庫用建物

　 ∴ 円

⑸　圧縮限度額
①　土　地

円 × 0. ＝ 円

②　倉庫用建物

円 × 0. ＝ 円

⑹　圧縮超過額
①　土　地

＝ 円

②　倉庫用建物

＝ 円

⑺　償却限度額

＝ 円

⑻　償却超過額

＝ 円

８回 ⑤
受験番号
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法 人 税 法 1 級

交 際 費 等 の
損 金 不 算 入 額

⑴　支出交際費等の額
　①　飲食費

　 ＝ 円

　②　その他

　 ＝  円

　③　① ＋ ② ＝  円

⑵　定額控除限度額

 円 × ＝ 円

⑶　損金算入限度額

円 ×  % ＝ 円
＜

＞
円

∴  円 　　　　　　　　　　　　 （いずれかを○で囲む）   

⑷　損金不算入額

 円 － 円 ＝ 円

寄 附 金 の
損 金 不 算 入 額

⑴　支出寄附金の額

　①　指定寄附金等　　　　　　　　　　　

　②　特定公益増進法人に対する寄附金　　

　③　その他の寄附金　　　　　　　　　　

　④　合　計

　　　① ＋ ② ＋ ③ ＝  円

⑵　寄附金支出前所得金額

　　  円 ＋  円 ＝  円

⑶　損金算入限度額

　①　資本基準額

 円 × ×
 

 
＝  円

②　所得基準額
　

 円 ×
 

＝  円

　③　損金算入限度額

（  円 ＋  円 ）×
 

 
＝  円

８回法人１級 ⑥
受験番号

⑦へ つ づ く
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法 人 税 法 1 級

裏 面 へ つ づ く

⑷　特別損金算入限度額
①　資本基準額

 円 × ×
 

 
＝  円

　
②　所得基準額

円 ×
 

 
＝ 円

③　特別損金算入限度額

（  円 ＋ 円 ）×
 

 
＝  円

⑸　損金不算入額

　　  円 －  円 －  円
（注）

－  円

＝  円

（注）　  円 ＞  円 　 　 ∴  円

⑦８回

受験番号
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３．納付すべき法人税額の計算

摘　　　　　　　　要 金　　　　　額 備　　　　　　　　　　　　　　考

所 得 金 額 円 円 未満切り

法 人 税 額

差 引 法 人 税 額

課 税 使 途 秘 匿 金 支 出 額

同 上 に 対 す る 税 額 円 × % ＝ 円

法 人 税 額 計

控 除 税 額

差 引 所 得 に 対 す る 法 人 税 額 円 未満切り

中 間 申 告 分 の 法 人 税 額

納 付 す べ き 法 人 税 額

４．納付すべき法人税額の計算過程

税 率 適 用 区 分 ⑴　年 800万円以下
　　

円 ×
 

 
× % ＝ 円

⑵　年 800万円超
　　

円 － 円 ×
 

 
＝ 円

　　 円 × % ＝ 円

⑶　合　計

　　⑴ ＋ ⑵ ＝ 円

８回法人１級 ⑧全８ページ


